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はじめに：マールプルクの「装飾音」分類
18世紀後半，ベルリン等で活躍した音楽理論家マールプルク Friedrich Wilhelm Marpurg（1718−1795）は，自著












“Composition”-Conception and Writing out“Playing”
in the Eighteenth Century Germany
MISHIMA Kaoru
Abstract : Friedrich Wilhelm Marpurg（1718−1795）, a German music-theorist in the eighteenth century, ex-
plained about“the ornament”in his“Anleitung zum Clavierspielen”（1755）and distinguished ornaments in
composition and one in playing. However, the examples that Marpurg gave as the ornaments in composition
were a kind of tempo rubato like broken rhythm, diminution, and broken chords or arpeggios of the written
notes or accords seem improvisatory acting in playing.
The eighteenth century turned out many theorists like Friedrich Erhardt Niedt（1674−1717）, Johann David
Heinichen（1683−1729）, Johann Mattheson（1681−1764）, Marpurg and a little later Heinrich Christoph Koch
（1749−1816）. They published great works about the art of composition actively. Almost all of them were
based on the art of thorough bass playing, that is, the process of playing from the bass notes and their har-
monies, so it does look like rather playing-art. What is the conception of composition, then?
In music history the period was the time passing from“Baroque”to“Classical”，but their theories seem
to have been a relatively conservative for the time and it is different from one of the nineteenth century. It is
related to how a musical work treated is.
In this article I observe descriptions about composing acting and composition-conception by German mu-
sic theoreticians in the eighteenth century. I will analyze and examine how the composing act is treated and









する。ここではドイツのニート Friedrich Erhardt Niedt（1674−1717），ハイニヒェン Johann David Heinichen（1683














tung』（vol.I−III ; 1710, 1721, 1717）において，彼はその 12章において，複数の舞曲の作曲法を示している1）。こ
の『音楽の手引き』は，J. S. バッハ自身がその内容を引用したり（Poulin 1989 : xi），またマッテゾンが『新設の





曲の冒頭に，短いアウフタクトがあり，たいていは 8分音符一音，ときに 16分音符三音，そしてまた 16分
音符一音のみのこともしばしばある。舞曲の後半部分でも前半と同じアウフタクトでなければならない。こ
の音は曲の最後に除いておかなければならない。そのほかでは，くずした旋律 gebrochene Melodie で書く。
もっともよいのは，がらくた Grempel からさえも減らしたり増やしたりして作ることである。2）」（Niedt 1721,
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1. 2．ハイニヒェン：装飾的通奏低音
ハイニヒェンは，ザクセン地方で生まれ，ヴェネツィアに留学，そしてドレスデンの宮廷に務め，多くの曲も
























に大著をいくつも残している7）。『完全なる宮廷楽長 Der vollkommene Kapellmeister』（1739）においては，「第 3
部：多様な旋律の関係について，あるいは密集した声部をもつ作曲技法について」8）の中で，まさに具体的に作曲
技法である不協和音の処理について述べている。例えばバスの左手に対して，右手が不協和音への跳躍進行を作
ってしまう際に，即座に協和音に解決する方法である（Mattheson 1739 : 297）。
また，ある声部の旋律の他声部での模倣によって曲を作っていく声部模倣の方法も，譜例とともに示している










７）『新設のオルケストラ Das neu-eröffnete Orchestre』（1713）においては，composition については，対位法（Mattheson 1713 :
138）の技法，シンコペーションなどのリズムについて，スラーについてなどの音楽理論や（Mattheson 1713 : 146），フラ
ンス宮廷起源の舞曲のジャンル（チャッコーナ，アルマンド，サラバンドなど）の特徴，拍子についての説明などが主
（Mattheson 1713 : 184−187）である。IV 章 von der composition unterschiedenen arten und Sorten の 8項目。














bey dem Generalbasse und der Composition』（1755−62）の内容は，そのタイトルか
らハイニヒェンらと同様，通奏低音からの作曲法がその中心であることがわかる。
マールプルクは常に，作曲法について具体的な音の処理方法を示し，初心者のた




−62 : 149）。譜例 3（上段は第 1線にハ音記号，下段は第 4線にヘ音記号）の「tab. 8−22」では，バスの a 音に対
して 7度を形成する g 音は，（b）におけるように下行して解決すべきであると説明する。このようにマールプル
クにおいては，ハーモニーの進行上の解決方法として，さまざまな場合に対応した和音進行とそれに付す右手の
具体例を多く挙げ，説明をしているのが特徴である9）。
1. 5．コッホ：インヴェンツィオ Erfindung の強調
コッホ Heinrich Christoph Koch（1749−1816）は，若い頃は宮廷ヴァイオリニストも務めたテューリンゲン地方
















９）不協和音をある声部で解決できないときの，別の解決方法（Marpurg 1755−62 : 148）。
１０）Inventio, Dispositio, Eloctio, Memoria, Pronuntiatio。
１１）演奏上は，その一つ手前の音とのあいだに呼吸を一瞬いれるように行う（Koch 1782−93 : 360）。
譜例 3































１２）「85．バス声部への最高声部の付加」（North 1728 : f.63 v）にみられるように，作曲とは，まさに通奏低音奏のようにバス
から作るものであった。「簡単な高声部をバスに付けていくべきだ，最初にシンプルな音をあらかじめ書くべきだ，それは
エール作曲のポイントであると決定される。」（North 1728 : f.59）。
１３）ノースは，初心者が，「ディヴィジョン」と「単に気まぐれな動き」とを混同することを禁じ，混同すれば，それは「音楽











目を設け，それぞれの作曲法について解説をする（op.cit. : f.69 v ff）。
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